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＜自己紹介＞ 

はじめまして、本ではなく元の方の福元と申します。福岡で生まれ育ち、大学は北海道へ、そし

て、現在は沖縄等にある地下ダムについて主に研究している研究グループに所属しており、本州よ

りは北や南の地に縁があるようです。高校では、山岳部や応援団に所属し、それなりに活動的でし

たが、大学に進学後は元来の引きこもり気質を遺憾なく発揮し、大学で研究するか家でゲームする

かというような生活を送っていました。現在も週末は家で過ごすことが多いですが、雨の日以外は

片道約 10km の道のりを自転車で通勤しており、じわりじわりと減量中です。 

＜研究について＞ 

大学では、ウェザージェネレータという気象データの観測値を基に模擬的な気象データを生成す

る統計モデルについて研究していました。当初、プログラミングや統計学の知識は乏しく、勉強し

ながらでしたが、生き物相手ではないこともあり、マイペースに取り組んでいました。現在はまた

一から地下水全般や地下ダムについて勉強しつつ、ゆくゆくは人工知能等を活用して地下ダムの機

能評価や管理に貢献できるようになることを目標に研究に取り組んでいます。まだまだ至らない点

も多々ありますが、七転び八起きの心持で成長していきたいと思います。 

＜つくばでの新生活＞ 

 大学ではずっと寮でお世話になっていたため、家具や家電は

一通り買い揃える必要がありました。家で過ごす時間が長いだ

けに、限られた予算でできるだけ快適な空間を作るべく、こだ

わったり妥協したりしながらの環境づくりは、大変でしたが楽

しくもありました。中でも、炊飯器の代わりに電子レンジで米

を炊くために買った小さめの土鍋は、お米もおいしく炊けるし、

1 人前の鍋を作るにもちょうどよく、重宝しています。 
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